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玉城町高齢化率（平成２３年９月３０日現在）
21.9％（65歳以上人口　3,368人）

台風12号東紀州災害支援ボラパック出発（紀宝町）台風12号東紀州災害支援ボラパック出発（紀宝町）

　

民
生
委
員
、福
祉
協
力
員
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を
対
象
に
、

紀
宝
町
へ
の
災
害
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け
を
行
い
、10

月
12
日
㈬
９
名
が
参
加
し
、活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、水
害
を
受
け
た
お

宅
の
庭
の
が
れ
き
の
撤
去
で
す
。

　

庭
に
は
、家
の
硝
子
戸
の
破
片

や
木
材
な
ど
が
散
乱
し
て
い
ま

し
た
が
、
分
別
を
行
い
な
が
ら
、

ゴ
ミ
を
集
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
が
れ
き
の
中
か
ら
は
、お

一
人
暮
ら
し
で
あ
る
持
ち
主
の

方
の
ご
主
人
の
形
見
が
見
つ
か

る
な
ど
、涙
を
流
し
な
が
ら
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
活
動
は
、公
民
館

の
床
下
の
泥
出
し
で
す
。

　

は
が
し
た
床
板
の
隙
間
か
ら

泥
を
か
き
出
し
、床
下
に
も
ぐ
っ

て
の
作
業
も
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

高
台
に
あ
る
建
物
の
天
井
ま

で
水
が
来
た
と
の
事
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、て
き
ぱ
き
と
作
業
を
こ
な
し
、

予
定
時
刻
内
に
完
了
す
る
こ
と

が
出
来
、地
元
の
方
々
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
民
館
の
床
下
の
泥
出
し
の
様
子



第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

日
赤
事
業
・
共
同
募
金
事
業
報
告

福
祉
の
体
験　

子
ど
も
た
ち
も
い
き
い
き

　

日
赤
募
金
を
活
用
し
、夏
休
み
の
期
間
や
休
日
を
利
用
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
福
祉
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
小
学
生
を
対
象
に
夏
休
み
に
福
祉
体
験
を
４
回
、
ま
た
町
民
体
育
祭
に

お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、町
内
の
高
齢
者
施
設
３
カ
所
に
分

か
れ
て
、
一
日
の
施
設
の
様
子
を
体
験
し
、
利
用

者
の
方
と
ふ
れ
合
い
型
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
に
対
し
て
、元
気
が
な
い
イ
メ―

ジ

を
持
っ
て
い
た
小
学
生
も
施
設
で
暮
ら
す
高

齢
者
に
元
気
を
も
ら
っ
た
小
学
生
も
い
て
、有

意
義
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
１
日（
参
加
者
24
名
）

笑
顔
は
じ
け
る
ぼ
く
た
ち
の
夏
休
み

　
　
　
　
〜
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル
事
業
〜

８
月
８
日（
参
加
者
12
名
）

８
月
11
日
（
参
加
者
11
名
）

８
月
10
日
（
参
加
者
小
人
13
名・大
人
29
名
）

10
月
９
日
（
参
加
者
４
名
）

〜
介
護
の
合
間
の

　
　
　

ホ
ッ
と
し
た
時
間
作
り
〜

　

町
内
の
福
祉
の

状
況
、
町
内
の
要

支
援
者
数
や
施

設
の
数
な
ど
数
字

を
見
な
が
ら
説
明

を
受
け
、
子
供
た

ち
も
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、二
人
一
組
に
な
っ
て
、車
い
す

の
操
作
方
法
や
乗
車
体
験
。認
知
症
に
つ
い

て
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
く
ら（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の

皆
さ
ん
が
寸
劇
も
交
え
て
、
分
か
り
や
す
く

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
視
覚
障
害
者
の
方
を
講
師

に
、
生
活
の
様
子
や
使
う
道
具
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
、
点
字
の
打
ち
方
に
つ
い
て
も

体
験
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
、
町
内
に

住
む
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り

活
動
で
き
る
場
づ
く
り
を
民
生
委
員
さ
ん

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
中
心
に
な
っ

て
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
共
同
募
金
の
配
分
金
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
は
、
体

を
動
か
す
こ
と
や

調
理
、
創
作
活
動

な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

　

４
日
目
の
活
動

で
は
、
二
見
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
へ
出

掛
け
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
参
加
者
は
、
す
ご
く
心
も
体

も
成
長
し
て
い
て
ス
タ
ッ
フ
を
驚
か
せ

ま
し
た
。

　

初
め
て
の
子
供
た
ち
も
、活
動
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、夏
休

み
の
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
回
冬
休
み
の
活
動
も
楽
し
み
で
す
。

　

町
内
に
あ
る
障
が
い
者
施
設
「
宮
の
里
」
に

お
い
て
、
施
設
で
の
生
活
や
利
用
者
の
方
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
、自
分
た

ち
が
出
来
る
こ
と
は
何
か
話
し
合
い
ま
と
め
と

し
ま
し
た
。

　

体
育
祭
が
楽
し
く
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
、
準
備
の
お
手

伝
い
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
ま
し
た
。
体
育
指
導
委

員
協
議
会
の
指
示
を
得
て
、
積

極
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

お
昼
の
休
み
に
は
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
で
会
場
内
を
歩

き
、協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

遺
族
会
と
の
共
催
で
、｢

語
り
継
ご
う
戦

争
体
験｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

戦
争
体
験
談
や
戦
時
中
の
食
事
体
験
、Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
で
は「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」を
上
映
し
、

戦
争
の
悲
惨
さ
無
用
さ
、
命
の
大
切
さ
を
感

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
：
小
学
１
年
生
か
ら

　
　
　
　

高
校
３
年
生
ま
で
14
名

町
体
で
の
赤
い
羽
根
募
金
活
動

　

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
は
、
日
頃
の
介
護
疲
れ

の
予
防
・
解
消
に
在
宅
介
護
者
の
方
、
ま
た

介
護
者
の
Ｏ
Ｂ
の
方
を
対
象
と
し
た
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
で
す
。

　

今
年
２
回
目
の
開
催
は
、
９
月
16
日
㈮
に
、

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
ゆ
ず
り
は
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
ご
指
導
で
、
絵
手
紙
に
挑
戦
で
す
。

　

み
な
さ
ん
初
め
て
の
方
が
多
く
、
最
初
は
、

緊
張
し
て
線
を
書
く
に
も
戸
惑
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
下
手
が
、味
が
あ
っ

て
い
い
ん
で
す
よ
」
の
言
葉
に
、
安
心
さ
れ
た

の
か
、
野
菜
や
果
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
何

枚
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
筆
を
持
っ
た
の
は
、
い
つ
以

来
や
ろ
。
で
も
、思
っ
て
い
た
以
上
に
楽
し
い
。

ま
た
や
っ
て
み
た
い
。」と
口
々
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

絵
手

紙
作
成

の
後
は
、

近
況
報

告
な
ど

普
段
の

介
護
に

つ
い
て

懇
談
を

行
い
ま

し
た
。

芸
術
の
秋
を
楽
し
む
絵
手
紙
体
験

車いすで段差を越える様子

バルーンで楽しむ子供たち

参加者の作品



 『福祉の標語』応募用紙 
氏  名 住  所 電  話 

   

標 語 
 

標語への

思い 

（標語をつくるにあたっての思い、きっかけ等） 

※標語は、広報などで使用することがあります。記載された個人情報は、適正に管理し、

「福祉の標語募集」に関係する連絡のためのみに利用します。  
 

 『福祉の標語』募集
テ ー マ

募集対象：高校生以上（但し、町内在住・在勤者）。応募作品は、本人が創作した未発表のものに限ります。

応募方法：所定の場所に応募箱を設置しますので、応募用紙にて受け付けます。その他に、ハガキ・

F A X・メールにても受付けます。

募集期間：平成23年11月1日㈫～平成23年12月22日㈭　厳正な審査のうえ優秀作品を決定します。

　　　　　入賞者には、平成24年2月11日㈯の大会内で表彰します。（記念品進呈）

★募集箱設置場所（町内７カ所）
　　　　　玉城町社会福祉協議会（玉城町保健福祉会館）・玉城町役場・アスピア玉城・中央公民館・

玉城病院・グッディ・Ａコープ

開催時間　10：00～15：00予定（雨天決行）
内　　容　・社会福祉功労者表彰等
　　　　　・『福祉の作文』発表（小・中学生）
　　　　　・福祉協力校の活動発表
　　　　　・福祉講演会　ほか

「玉城町社会福祉大会」開催　平成24年２月11日㈯

場　　所　玉城町保健福祉会館

しあわ

「幸せ」

き り と り

今
後
の
予
定

◆
日　

時　

11
月
26
日
㈯　

10
時
〜
15
時

◆
対　

象　

在
宅
介
護
者
の
方
、

　
　
　
　
　
　

介
護
者
O
B
の
方

　

11
月
11
日
の「
介
護
の
日
」に
ち
な
ん
で
、県

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福
祉
展
に
参
加
す

る
予
定
で
す
。

　

昼
食
も
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
め
切
り　

11
月
15
日
㈫（
先
着
15
名
）

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

は
、公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
人
々
の

支
え
合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。そ

ん
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
講　

師　

 

鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

　
　
　
　
　
　

准
教
授　

蒔
田
勝
義
氏

　
　
　
　
　
（
県
社
会
福
祉
協
議
会　

元
次
長
）

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

ふ
く
し
を
支
え
る
勉
強
会

◆
日　

時　

11
月
27
日
㈰

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
テ
ー
マ　
「
絆（
キ
ズ
ナ
）が
育
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
心
地
域
づ
く
り
」

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル

ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

（
介
護
者
の
つ
ど
い
）

ふ
く
し
を
支
え
る
勉
強
会

ふ
く
し
を
支
え
る
勉
強
会

昨年の様子



街頭募金ありがとうございました街頭募金ありがとうございました街頭募金ありがとうございました街頭募金ありがとうございました街頭募金ありがとうございました

防災倉庫設置
（共同募金配分事業）
　社会福祉協議会は、地域の
安全安心対策として、防災倉庫
及び発電機、投光器などを購入
し、救援のための設備・備品を
整備しました。
　倉庫は、９月１４日㈬保健福
祉会館西側に設置しました。

プランニング・ニュー様・・・・・・・・・5,000 円

匿名 様（ホッとサークル事業へ）・・・・10,000 円

心配ごと相談 心配ごと相談心配ごと相談 

毎月10日、20日、30日 

玉城町保健福祉会館で 予約不要 

相談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

身近な

社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内

13：00～15：00
ご寄附ありがとうございました。

赤い羽根共同募金

（7月～9月）

元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会 ふ だんの  く らしの  し あわせ

～元気にあいさつ　いざ田丸城！～
　10月 9日㈰にお城広場で開催された第 56 回玉城町民体育大会の中で、委員会からの提案として、コミュ
ニケーションアップを啓発する競技を上記のネーミングでプログラムへ組み込んで頂きました。これは、以前の
座談会で（歩こう会・環の会、体育指導委員協議会、健康しあわせ委員会、
民生委員、福祉協力員）の方々にご検討いただいたものを基に実施され
たものです。競技内容は、2 チームの対抗戦で、あいさつをしながらじゃ
んけんで砦を突破していき、天守を目指すというものです。
　競技には、多くの方々が参加頂き、町長や教育長も天守を守る城主と
して参加頂きました。
　あなたも歩きに出かけませんか。散歩中などは、人と言葉を交わしやす
くなります。ウォーキングで絆づくり、健康づくりをはじめてみませんか。

東日本大震災義援金福祉団体報告
・・・・・・・・・・・・・・・５３，０００円
・・・・・・・・・・・・・・・２６２，４５０円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4００，０００円
・・・・・・・・・・・・・・・・・１０，０００円
・・・・・・・・・・・・・・・・・１００，０００円

・民生児童委員協議会
・老人クラブ連合会
・遺族会
・身体障害者福祉会
・母子寡婦福祉会

その他に・・・

　岩手県大槌町に「元気ですたまきま
つり」で寄せられた義援金（５０，０００
円）といきいきサロン栄町の皆さんが、
被災地に思いを込め作られた千羽鶴
を一緒におくりました。

　10月1日全国一斉に赤い羽根共同募金が展開しています。
　玉城町でも1日、3日と街頭募金を実施し、￥28,960の募金が寄せられました。
　みなさまのご理解とあたたかいご協力『ありがとうございました。』
　また、12月18日㈰には、「歳末たすけあい運動」の街頭募金を予定しており、
集められた募金は、歳末事業（ひとり暮らし高齢者安否確認事業）に活用
されます。あたたかいご支援、ご協力よろしくお願いします。　
※自治区のみなさまにご協力をお願いさせていただいている募金については、後日改めて報告します。

田
丸
駅
前
で
の
街
頭
募
金

防
災
倉
庫
・
備
品

千羽鶴をつくるサロン栄町

町体競技の様子（教育長と）


